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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年7月21日(2016.7.21)

【公開番号】特開2014-28941(P2014-28941A)
【公開日】平成26年2月13日(2014.2.13)
【年通号数】公開・登録公報2014-008
【出願番号】特願2013-133604(P2013-133604)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   8/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  10/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 255/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/26     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ    8/00     　　　　
   Ｃ０８Ｆ   10/00     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  255/00     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   23/26     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   23/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月2日(2016.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリオレフィン（Ａ）、不飽和（ポリ）カルボン酸（無水物）（Ｂ）およびエチレン性
不飽和モノマー（Ｃ）をラジカル開始剤（Ｄ）の存在下で反応させる変性ポリオレフィン
の製造法において、下記の式（１）および（２）を満足することを特徴とする変性ポリオ
レフィン（Ｘ）の製造法。

　　　０＜ｒb×ｒc＜１．０　　　　（１）

　　　０＜ｒc＜１．５　　　　　   （２）

［式（１）、（２）中、ｒbはｒb＝ｋbb／ｋbcで定義される（Ｂ）の反応性比、ｒcはｒc

＝ｋcc／ｋcbで定義される（Ｃ）の反応性比；ｋmn（ｍ、ｎはそれぞれｂまたはｃを表す
）は成長反応速度定数であり、ｍは成長末端活性点のモノマー種、ｎは該活性点に付加す
るモノマー種をそれぞれ表す。すなわち、ｍがｂ、ｎがｃのときのｋbcは該活性点のモノ
マー（Ｂ）にモノマー（Ｃ）が付加するときの成長反応速度定数を表し、ｍ、ｎがその他
の組合せのｋmnも同様に定義される成長反応速度定数を表す。］
【請求項２】
　（Ｘ）が、５０～２５０ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価を有する請求項１記載の製造法。
【請求項３】
　（Ｘ）が、（Ａ）を幹、（Ｂ）もしくは（Ｂ）と（Ｃ）の（共）重合体を枝とするグラ
フト共重合体である請求項１または２記載の製造法。
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【請求項４】
　（Ａ）が、炭素数１，０００個当たり０．１～２０個の二重結合を有する請求項１～３
のいずれか記載の製造法。
【請求項５】
　（Ａ）が、数平均分子量３０，０００～４００，０００のポリオレフィンの熱減成物で
ある請求項１～４のいずれか記載の製造法。
【請求項６】
　（Ａ）と（Ｂ）の重量比が、３０／７０～９２／８である請求項１～５のいずれか記載
の製造法。
【請求項７】
　（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）の合計重量に基づく含有量が、（Ａ）が２０～８５％、（
Ｂ）が８～４５％、（Ｃ）が５～６５％である請求項１～６のいずれか記載の製造法。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか記載の製造法で得られる変性ポリオレフィン（Ｘ）を含有して
なる樹脂改質剤（Ｋ）の製造方法。
【請求項９】
　請求項８記載の製造方法で得られる改質剤（Ｋ）とポリオレフィン樹脂（Ｅ）を含有し
てなるポリオレフィン樹脂組成物の製造方法。
【請求項１０】
　（Ｋ）と（Ｅ）の重量比が、１０／９０～４０／６０である請求項９記載の組成物の製
造方法。
【請求項１１】
　請求項９または１０記載の製造方法で得られる組成物を成形してなる成形品の製造方法
。
【請求項１２】
　請求項１１記載の製造方法で得られる成形品に塗装および／または印刷を施してなる成
形物品の製造方法。
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